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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第65期

第１四半期
連結累計期間

第66期
第１四半期
連結累計期間

第65期

会計期間
自　平成26年４月１日
至　平成26年６月30日

自　平成27年４月１日
至　平成27年６月30日

自　平成26年４月１日
至　平成27年３月31日

営業収益 （千円） 9,490,540 9,507,853 38,567,172

経常利益 （千円） 132,594 407,642 1,085,060

親会社株主に帰属する四半期（当

期）純利益
（千円） 71,363 259,625 576,199

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 240,605 322,952 858,055

純資産額 （千円） 2,801,637 3,718,040 3,419,088

総資産額 （千円） 41,975,937 42,555,947 42,631,452

１株当たり四半期（当期）純利益

金額
（円） 4.46 16.22 36.01

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額
（円） － － －

自己資本比率 （％） 6.4 8.4 7.7

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．営業収益には、消費税等は含まれておりません。

３．「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　平成25年９月13日）等を適用し、当第１四半期連結

累計期間より、「四半期（当期）純利益」を「親会社株主に帰属する四半期（当期）純利益」としておりま

す。

４．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。

 

２【事業の内容】

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第１四半期連結累計期間において、財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の異常な変動等又は前事

業年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリスク」について重要な変更はありません。

 

２【経営上の重要な契約等】

　当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1）経営成績の分析

　当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、経済政策や金融政策を背景に企業収益が改善するなど、景気

は緩やかながら回復基調にありましたが、円安進行による原材料価格高騰の影響やそれに伴う物価上昇による消費

低迷が続き、国内景気は先行き不透明な状況で推移しております。

　輸送業界におきましては、昨年４月の消費税増税以降、個人消費の低迷を背景に企業の生産活動は弱く、輸送量

の足踏み状態が続き、依然として予断を許さない状況が続いております。さらに、ドライバー不足による運送委託

料の上昇などもあり、企業を取り巻く経営環境は引き続き厳しい状況下にありました。

　このような状況のもと当社グループは、「成長戦略の実現」を基本方針に定め、収益性の向上に取組んでまいり

ました。

　当社の取組みにつきましては、営業面において輸送量は減少となりましたが、運賃値上と不採算取引の改善を継

続して行い、運賃単価の上昇により収益性は向上いたしました。

　費用面におきましては、原油価格の変動により燃料費用が減少いたしました。幹線便につきましては、日々の物

量に順応させ、積載効率の向上を図ることができました。しかしながら、ドライバー不足を起因として運送委託料

は増加傾向にあり、損益を圧迫しております。その他の取組みといたしましては、全車両へのデジタルタコグラフ

の導入を進めており、約７割の車両への装着が完了いたしました。今後、デジタルタコグラフを管理ツールとして

活用し、燃費向上とドライバーの労務管理を強化してまいります。

　今後の取組みといたしましては、運賃値上の継続に加えて新規顧客の獲得に注力してまいります。また、同業と

のアライアンスを具体化してまいります。さらに、新店舗用地（東北エリア）の取得及び既存施設の修繕など、将

来に対する設備投資を積極的に実施してまいります。

　これらの施策により、「成長戦略の実現」を推進してまいります。

（営業収益）

　当第１四半期連結累計期間における営業収益は95億７百万円（前年同期比0.2％の増加）となりました。主な要

因は、当社において特別積合収入が57億50百万円（前年同期比0.3％の増加）、貸切運送収入が14億25百万円（前

年同期比2.9％の増加）となったことにより営業収益が90億36百万円（前年同期比0.7％の増加）となったことによ

ります。

（営業利益）

　当第１四半期連結累計期間における営業利益は４億円（前年同期比212.2％の増加）となりました。

（経常利益）

　当第１四半期連結累計期間における経常利益は４億７百万円（前年同期比207.4％の増加）となりました。

（親会社株主に帰属する四半期純利益）

　当第１四半期連結累計期間における親会社株主に帰属する四半期純利益は２億59百万円（前年同期比263.8％の

増加）となりました。

　なお、当第１四半期連結累計期間より、「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　平成25年９月13

日）等を適用し、「四半期純利益」を「親会社株主に帰属する四半期純利益」としております。

　当社グループの事業は、貨物自動車運送事業の単一事業であるため、セグメント情報の区分による分析は省略し

ております。
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(2）財政状態の分析

（流動資産）

　当第１四半期連結会計期間末における流動資産の残高は78億２百万円（前連結会計年度末比0.5％の減少）とな

り、37百万円減少しました。主な内訳は、現金及び預金13億79百万円（前連結会計年度末比18.2％の減少）、受取

手形及び売掛金57億81百万円（前連結会計年度末比2.8％の増加）となっております。

（固定資産）

　当第１四半期連結会計期間末における固定資産の残高は347億53百万円（前連結会計年度末比0.1％の減少）とな

り、37百万円減少しました。主な内訳は、建物及び構築物95億83百万円（前連結会計年度末比1.1％の減少）、土

地187億55百万円（前連結会計年度末と同額）となっております。

（流動負債）

　当第１四半期連結会計期間末における流動負債の残高は241億85百万円（前連結会計年度末比0.0％の増加）とな

り、２百万円増加しました。主な内訳は、支払手形及び買掛金30億24百万円（前連結会計年度末比1.1％の増

加）、短期借入金179億22百万円（前連結会計年度末比1.4％の増加）となっております。

（固定負債）

　当第１四半期連結会計期間末における固定負債の残高は146億52百万円（前連結会計年度末比2.5％の減少）とな

り、３億76百万円減少しました。主な内訳は、長期借入金78億76百万円（前連結会計年度末比5.2％の減少）、退

職給付に係る負債42億78百万円（前連結会計年度末比0.1％の増加）となっております。

（純資産）

　当第１四半期連結会計期間末における純資産の残高は37億18百万円（前連結会計年度末比8.7％の増加）とな

り、２億98百万円増加しました。

 

(3）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループの事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新た

に生じた課題はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 60,000,000

計 60,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末
現在発行数（株）

（平成27年６月30日）

提出日現在発行数
（株）

（平成27年８月12日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品

取引業協会名
内容

普通株式 16,000,000 16,000,000 －
単元株式数は100株であり

ます。

計 16,000,000 16,000,000 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

 

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（千株）

発行済株式
総数残高
（千株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金
増減額
（千円）

資本準備金
残高

（千円）

平成27年４月１日～

平成27年６月30日
－ 16,000 － 800,000 － 40,305

 

（６）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

平成27年６月30日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） － － －

完全議決権株式（その他） 普通株式　15,992,700 159,927 －

単元未満株式 7,300 － －

発行済株式総数 16,000,000 － －

総株主の議決権 － 159,927 －

（注）　当第１四半期会計期間末日現在の「発行済株式」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日（平成27年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしておりま

す。

 

②【自己株式等】

　該当事項はありません。

 

２【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期累計期間における役員の異動はありません。
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第４【経理の状況】
 

１．四半期連結財務諸表の作成方法について
　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間（平成27年４月１日から平

成27年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成27年４月１日から平成27年６月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度

(平成27年３月31日)
当第１四半期連結会計期間

(平成27年６月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 1,686,746 1,379,628

受取手形及び売掛金 5,623,812 5,781,730

貯蔵品 50,520 45,643

その他 497,922 614,846

貸倒引当金 △19,070 △19,447

流動資産合計 7,839,932 7,802,401

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 9,688,334 9,583,188

車両運搬具（純額） 45,069 50,520

土地 18,755,638 18,755,638

その他（純額） 2,818,403 2,889,284

有形固定資産合計 31,307,445 31,278,632

無形固定資産 1,446,197 1,431,847

投資その他の資産 ※１ 2,037,877 ※１ 2,043,066

固定資産合計 34,791,520 34,753,545

資産合計 42,631,452 42,555,947

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 2,991,163 3,024,580

短期借入金 17,670,008 17,922,000

未払法人税等 439,424 244,870

役員賞与引当金 10,000 4,500

その他 3,072,698 2,989,536

流動負債合計 24,183,294 24,185,487

固定負債   

長期借入金 8,311,327 7,876,661

退職給付に係る負債 4,274,565 4,278,380

その他 2,443,177 2,497,378

固定負債合計 15,029,070 14,652,419

負債合計 39,212,364 38,837,907

純資産の部   

株主資本   

資本金 800,000 800,000

資本剰余金 40,305 40,305

利益剰余金 2,811,904 3,047,529

株主資本合計 3,652,209 3,887,835

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 110,676 113,224

退職給付に係る調整累計額 △470,956 △411,063

その他の包括利益累計額合計 △360,279 △297,838

非支配株主持分 127,158 128,043

純資産合計 3,419,088 3,718,040

負債純資産合計 42,631,452 42,555,947
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（２）【四半期連結損益及び包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
 前第１四半期連結累計期間
(自　平成26年４月１日
　至　平成26年６月30日)

 当第１四半期連結累計期間
(自　平成27年４月１日
　至　平成27年６月30日)

営業収益 9,490,540 9,507,853

営業原価 9,191,408 8,930,336

営業総利益 299,132 577,516

販売費及び一般管理費   

貸倒引当金繰入額 4,514 347

給料及び手当 44,692 43,411

役員賞与引当金繰入額 1,950 4,200

退職給付費用 3,354 3,031

その他 116,176 125,526

販売費及び一般管理費合計 170,688 176,517

営業利益 128,443 400,999

営業外収益   

受取利息 107 120

受取配当金 11,851 12,521

受取手数料 7,398 6,956

固定資産売却益 35,185 41,064

助成金収入 2,593 297

その他 16,369 15,334

営業外収益合計 73,505 76,295

営業外費用   

支払利息 62,878 58,212

その他 6,476 11,439

営業外費用合計 69,354 69,652

経常利益 132,594 407,642

特別利益   

投資有価証券売却益 － 5,141

特別利益合計 － 5,141

特別損失   

固定資産除却損 1,422 4,219

減損損失 － 4,459

特別損失合計 1,422 8,679

税金等調整前四半期純利益 131,172 404,105

法人税、住民税及び事業税 137,616 225,981

法人税等調整額 △83,371 △82,255

法人税等合計 54,245 143,726

四半期純利益 76,927 260,378

（内訳）   

親会社株主に帰属する四半期純利益 71,363 259,625

非支配株主に帰属する四半期純利益 5,563 753

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △2,231 2,680

退職給付に係る調整額 165,910 59,893

その他の包括利益合計 163,678 62,573

四半期包括利益 240,605 322,952

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 235,041 322,066

非支配株主に係る四半期包括利益 5,564 885
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【注記事項】

（会計方針の変更）

　（企業結合に関する会計基準等の適用）

　「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　平成25年９月13日。以下「企業結合会計基準」とい

う。）、「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号　平成25年９月13日。以下「連結会計基準」

という。）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号　平成25年９月13日。以下「事業分離等

会計基準」という。）等を当第１四半期連結会計期間から適用し、支配が継続している場合の子会社に対する当

社の持分変動による差額を資本剰余金として計上するとともに、取得関連費用を発生した連結会計年度の費用と

して計上する方法に変更しております。また、当第１四半期連結会計期間の期首以後実施される企業結合につい

ては、暫定的な会計処理の確定による取得原価の配分額の見直しを企業結合日の属する四半期連結会計期間の四

半期連結財務諸表に反映させる方法に変更しております。加えて、四半期純利益等の表示の変更及び少数株主持

分から非支配株主持分への表示の変更を行っております。当該表示の変更を反映させるため、前第１四半期連結

累計期間及び前連結会計年度については、四半期連結財務諸表及び連結財務諸表の組替えを行っております。

　企業結合会計基準等の適用については、企業結合会計基準第58－２項(4)、連結会計基準第44－５項(4)及び事

業分離等会計基準第57－４項(4)に定める経過的な取扱いに従っており、当第１四半期連結会計期間の期首時点

から将来にわたって適用しております。

　これによる損益に与える影響はありません。

 

（四半期連結貸借対照表関係）

※１　資産の金額から直接控除している貸倒引当金の額

 
前連結会計年度

（平成27年３月31日）
当第１四半期連結会計期間
（平成27年６月30日）

投資その他の資産 15,656千円 15,519千円

 

２　受取手形割引高

 
前連結会計年度

（平成27年３月31日）
当第１四半期連結会計期間
（平成27年６月30日）

受取手形割引高 622,415千円 379,654千円

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半

期連結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自　平成26年４月１日
至　平成26年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成27年４月１日
至　平成27年６月30日）

減価償却費 352,737千円 360,427千円
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（株主資本等関係）

前第１四半期連結累計期間（自　平成26年４月１日　至　平成26年６月30日）

１．配当金支払額

決議 株式の種類 配当の原資 配当金の総額
１株当たり
配当額

基準日 効力発生日

平成26年６月17日

定時株主総会
普通株式 利益剰余金 17,600千円 1.1円 平成26年３月31日 平成26年６月18日

 

２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期間の

末日後となるもの

　該当事項はありません。

 

当第１四半期連結累計期間（自　平成27年４月１日　至　平成27年６月30日）

１．配当金支払額

決議 株式の種類 配当の原資 配当金の総額
１株当たり
配当額

基準日 効力発生日

平成27年６月16日

定時株主総会
普通株式 利益剰余金 24,000千円 1.5円 平成27年３月31日 平成27年６月17日

 

２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期間の

末日後となるもの

　該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

　当社グループの事業セグメントは、貨物自動車運送事業の単一セグメントであり重要性が乏しいため、セグメ

ント情報の記載を省略しております。

 

（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目
前第１四半期連結累計期間
（自　平成26年４月１日
至　平成26年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成27年４月１日
至　平成27年６月30日）

１株当たり四半期純利益金額 ４円46銭 16円22銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益金額（千円） 71,363 259,625

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純利

益金額（千円）
71,363 259,625

普通株式の期中平均株式数（千株） 16,000 16,000

（注）　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。

 

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

 平成27年８月11日
 

近物レックス株式会社  

取 締 役 会　 御中  

 

 有限責任監査法人トーマツ  

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 谷　　津　　良　　明　　印

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 鈴　　木　　　　　努　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている近物レックス株

式会社の平成27年４月１日から平成28年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間(平成27年４月１日から

平成27年６月30日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成27年４月１日から平成27年６月30日まで)に係る四半期連結財

務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益及び包括利益計算書及び注記について四半期レビューを行っ

た。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、近物レックス株式会社及び連結子会社の平成27年６月30日現在の財政

状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての

重要な点において認められなかった。

 

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

 

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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